
（別紙５）

　多機能型事業所（児童発達支援）　きらめき読谷
公表日 　　　　　2025年　４月　１日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 10 0

介護ベッド側面を壁沿いに配置、対側壁側か

ら中央にかけジョイントマットを敷いた。そ

の間をバギーの通路とし導線を広くした点。

スペースに余裕がある為、利用児個々に応じ

た発達支援が行いやすく、特に課題は無い。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である

か。
7 3

昨年11月以降は配置数も適切だと思う。

週間で人員配置および送迎表を作成してい

る。欠員を補う職員間でのフォロー体制。

職員の当日欠員が出た際に、活動内容と車両

送迎を臨機応変に工夫できる人材育成と事前

に日課と人員配置表を分刻みで作成する。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

7 3

トイレや手洗い場などはわかりやす位置にあ

り、手すりおよび足台を設置している。

バギーを利用する児童および歩行器移動がし

やすい床面の導線を確保している。

移転直後で整理整頓が出来ていない所があ

る。色々な設備の工夫と改善が必要な所もあ

る。特性に応じて視・聴・触覚などの情報伝

達手段の提示による環境調整の改善が必要。

職員間で話し合い課題改善・解決中である。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
9 1

換気と清掃および消毒を実施。寒暖時の室内

温度調整はエアコンや扇風機、毛布等を使

用。空間はつい立で間仕切りなども使用。

広い庭で草木が多く屋外から侵入する虫もお

り、出入口のネットカーテンや虫よけスプ

レー、殺虫剤で対応する予定。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか 。
8 2

各ベッドはカーテン仕切りが出来、相談およ

び事務室兼用で個室もある。発達支援室一角

をロッカー棚で間仕切りし空間づくり可能。

発達支援室内はワンフロアで個室が作りづら

い環境の為、つい立てやロッカー棚等で仕切

りをして対応していきたい。

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。
4 6

時差勤務など全員が同時に集う時間の確保が

難しく、午睡時間の30分～１時間以内に全体

会議を持つようにしている。

スタッフ間で話し合える機会が少ない為、短

時間でも、お互いや全体で意見交換し易い心

理的安全性のある雰囲気づくりが課題。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
9 1

毎年、保護者向けに事業所評価アンケートを

配布して意向を把握している。

スタッフ間で話し合う機会が少ないと思う。

不参加の職員の声も拾えるよう業務課題を事

前聞き取りし共有改善する時間づくり。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。 
6 4

・事業所会議がまだ定着していないが、その

都度スタッフの意見を確認。個々の考えや意

見を管理者が聞き取り議題に上げている。

スタッフ間で話し合う機会が少ないと思う。

互いに意見相違はあるが議論からの決定事項

を守る個々の意識と風土の改善が課題。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
5 5

法人内ではあるが他事業所の職員が評価をす

る体制を設けた。（24年度下半期より内部実

地指導システム導入し、25年度に予定）

必要だと思うがまだ実施されていない。

外部評価の内容を確認できていないが、法改

正に伴う内容を課題として改善点としたい。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
7 3

パート職員へは虐待防止、身体拘束防止、権

利擁護、ハラスメント、感染対策など法定研

修中心に動画研修を促している。

・研修ツールはあるが時間が確保できず、工

夫が必要な職員もいる。業務内容の優先事項

や隙時間の活用など改善が必要。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 9 1

毎月の活動プログラムをライン配信。

HPで事業所の支援プログラムを掲示してい

る。

プログラム変更に合わせて更新をタイムリー

に行うことが課題である。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成

しているか。

9 1

保護者や本人のニーズを相談員のサービス計

画書を元にして、保護者や本人アセスメント

により計画書を作成している。

計画書の内容を全職員に周知して、一貫した

ケアを実施することに課題がある。多方面か

ら客観的アセスメント収集する意識が必要。

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ

でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最

善の利益を考慮した検討が行われているか。 

9 1

ケース会議が定着出来ずにいるが、その都度

意見を確認している。時差勤務の為、職員の

多い時間帯の午睡時間に行うこともある。

評価や計画書作成案の段階で、掲示してス

タッフの確認が取りやす情報共有方法をつく

る事が課題の一つである。

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ

ているか。 
8 2

支援計画に沿わない支援になる場合は、その

都度職員同士で計画を確認して修正するよう

にしている。

支援目標および支援内容を職員に直接伝え、

情報共有している。

一貫した支援を実施するには日々の支援の振

り返り確認が必要。

ケース会議を定着させていく。

その都度、スタッフ間で情報共有できるよう

声をかけるようにしている。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。

8 2

主にインフォーマルな行動観察で個々の職員

の対応方法および観察モニタリングをしてい

る。

適応行動を日報記入の時に数値化して記録す

ることも課題改善の一つである。

標準化された評価表の情報収集も課題。

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支

援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな

がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか。

10 0

移行支援、家族支援は以前から行っていたが

項目として計画に落とし込む事は今年度から

実施。

地域支援・地域連携について具体的な支援内

容として落とし込めていないが、在住地域の

行政や相談員などと情報共有しながら糸口を

見出していく努力が必要。
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17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 9 1

役割分担で、担当者が主に中心となって立案

作成している。

保育士、児童指導員を中心に個別活動計画書

や月の行事に合わせて考えている。

季節行事などの活動はチームで事前に打ち合

わせして実施している。

プログラムの提案はいつでも出来る体制であ

るが職員の業務負担の軽減も課題の一つ。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 9 1

主に季節行事や防災訓練は定期的に入れてい

る。意見を出し合い工夫するように心がけて

いる。

活動一覧表を作成し、かぶらないようにその

日来所した児童に合ったものを選択してい

る。

アート、運動、知育、音楽、個別活動の中で

も内容のバリエーションを増やすことも課題

の一つ。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児

童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。
9 1

こどもの特性をイメージしながら意見を出し

合って工夫するように心がけている。

各児童の5領域本人支援を意識して取り組む意

識づけが課題である。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。

7 3

テーマは決まっているが素材の準備と役割分

担の確認時間が取れない場合は、当日のリー

ダーと活動担当者の裁量で行っている。

不確定な部分はお互いにコミュニケーション

を図りフォロー体制をとっている。

活動詳細の確認方法は改善する必要があり、

朝礼でするのか検討必要。事前に担当は決め

ているが事前の話し合いや担当分担を確認で

きる工夫をしていく。必ず打ち合わせをして

いるかと言われたら、「いいえ」を選んでし

まうが、支援は個々に責任を持ち打ち合わせ

は行っているが急な担当変更にも対応出来る

スキルと体制づくりが課題。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
6 4

シフト時差出勤に体制上、翌朝の始礼や申し

送りノートでの確認となっている。

朝礼時や気になった時など情報共有するよう

にしている。

遠方への車両送迎で戻る時間が異なり、全員

で終礼しての振り返ることが難しい為、後日

に振り返りをする場合は情報共有の忘れや抜

けが課題である。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
9 1

日報に記録を残し、特に課題に直面した職員

が児発管に情報を伝え、全員に周知して計画

書に取り込むようにしている。

日々関わる職員によって支援内容が一貫して

行われているのか、定期的に検証しモニタリ

ングすることも課題である。

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性

を判断し、適切な見直しを行っているか。
10 0

モニタリング会議内容を文書にして掲示し、

全員で把握することで評価時期に見直しの判

断をしている。

支援中にも職員が情報共有する環境をつく

り、日々モニタリングする意識と発言と提案

出来る雰囲気づくりも課題の一つである。

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
10 0

医療的ケア児は看護師兼児童発達支援管理責

任者が出席するなど特性に応じて担当を決め

ている。

利用児の課題を理解している児童指導員およ

び保育士、専門職の参画も視野に入れて臨機

応変に対応することも考えられます。

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
9 1

必要時に関連機関に出向くか受け入れての連

携、情報共有できる体制を作っている。

本人・保護者のニーズに合わせ関係機関と連

携する窓口は主に児童発達支援管理責任者。

当日休み等の急な代理を立てる事は課題。

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の

観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報

共有と相互理解を図っているか。

9 1

必要時に関連機関との会議に出席し連携出来

る様に情報共有している。口頭または計画書

を手渡して共有している。今年度は中途で地

域の保育園へ移行する際に情報交換の会議を

持った。

保育園との並行利用をしている児もおり、次

年度幼稚園に向けて課題を共有して徐々に移

行できるように積極的な関わりも必要。

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
10 0

幼稚園移行の検討で教育委員会および幼稚園

側が来所してケアの詳細や必要備品等の情報

提供を実施した。

保護者や相談員などから事前に連絡があり対

応しており特に当事業所においては課題はな

い。

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携

を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け

たり、職員を外部研修に参加させているか。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極

的に参加しているか。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー

パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど

もと活動する機会があるか。
2 8

保育園やこども園などとの交流はできていな

いが法人内他事業所との交流は実施してい

る。

医療ケア児の感染対策面から積極的に行えて

いない。これから連携していきたい。

年1回でも児童達が通っている保育所と交流で

きるように機会を作っていきたい。

31 5 5

児童発達支援センターとの連携は無いが、療

育センターの担当者と個別に連絡を取るケー

スがある。視覚障害を持つ児童においては盲

学校の支援者向け研修で助言を頂いている。

か保護者を介している。聴覚に障害を持つ児

においては、きこえの支援センターからの助

言を頂く機会を設けたい。
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33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
10 0

来所時や支援時間内、降所時の引継ぎでこど

もの様子を情報共有している。計画書を基本

に日頃は課題を中心に伝えあっている。

引き継ぐ職員が支援内容を共通理解した上で

情報を把握して、ポイントを押さえて保護者

と情報交換できることの課題はある。

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。

4 6

研修チラシの配布や案内等を行っている。 在住地域の自治体で実施されているペアレン

トプログラムおよびトレーニングの情報を得

て、必要のある保護者には積極的に声掛けし

個別に案内することが課題。

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
10 0

契約時に説明をしている。法改正や内容に変

更がある際には適時丁寧に説明するようにし

ている。

内容変更時は全体連絡だけでなく、個別に文

書と面談により分かりやすい説明をすること

も心掛けていく。

36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊

重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家

族の意向を確認する機会を設けているか 。

10 0

モニタリング会議や日頃の保護者やこどもか

らアセスメントにて、困り事や課題を確認し

意向を把握している。

計画書を作成する際にモニタリング会議録で

他機関情報も踏まえて作成している。保護者

確認の際は時間にゆとりを持つ事が課題。

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者

から児童発達支援計画の同意を得ているか。
10 0

面談により計画書内容を一つずつ説明してい

る。主な課題や法改正による変更箇所は丁寧

に説明している。

面談時間を事前に確認して、お互いに余裕を

持ち説明できる環境づくりが課題の一つにあ

る。

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。
9 1

できるだけ声掛けするように心がけている。

悩みを聞くだけでなく相談員とも連携して情

報共有して課題解決に取り組んでいる。

モニタリング会議や送迎時の引継ぎの際に行

うことが多いが、保護者交流会や悩み相談の

場を定期的に設ける必要がある。

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。

5 5

年に１回家族交流会として実施している。

保護者会は法人の児童部門で開催している。

年度末に企画しているが、年に数回に頻度を

増やして計画実行できるようにしたい。

保護者会などは行えていないので、座談会な

どからでも始めたい。

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合

に迅速かつ適切に対応しているか。

9 1

個別対応が主に行われいるが、全体に関わる

場合は周知するようにしています。イベント

内容の詳細公表の要望があり、分かりすく案

内できるように工夫している。

こどもや保護者の様々なニーズに即対応出来

る様、職員間の連絡体制を密に図り迅速・適

切に対応できるよう心掛けて行きます。

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することに

より、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に

対して発信しているか。

10 0

ブログは２か月に１回更新し、LINEでの行事

予定、活動内容などを配信して、連絡体制も

LINEを主に使用している。

日々の様子は連絡帳を活用しているが、情報

ツールは保護者各々違いもある為、活動写真

をタイムリーに転送する事で、より伝わりや

すくなる為、改善課題である。

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 10 0

職員に写真等情報の取り扱いに注意を促して

いる。書類やデータの保管は鍵付きキャビ

ネットで行っている。

業務中および終了後の個人情報の保管場所に

も留意して管理する必要がある。

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
10 0

直接面談、LINEや連絡帳に文書で残し後日確

認できる様にするなど、分かりやすい方法で

お伝えするようにしています。

必要に応じて掲示物や場所など環境調整を

行っていきたい。

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
3 7

先ずは近隣の方へ挨拶することを実施してい

る。

これから計画実施できるようにしたい。

未実施だが、現在は室内外および駐車スペー

スが広い環境の為、企画したい。

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

8 2

地震や火災、不審者避難訓練を年間計画や活

動プログラムに取り入れた。

マニュアルはあるが周知は不十分な為、これ

から職員および保護者へ説明周知する取り組

みが必要。

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
10 0

BCPは策定している。

月間活動で主に避難訓練に取り組んでいる。

年間計画や活動プログラムに取り入れた。

救急対応や具体的な救出訓練はこれから実施

したい。

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
9 1

看護師と一緒に保護者に確認をしている。服

薬変更などがあった時には控えのコピーを取

らせて頂き確認している。

てんかん発作の状況変化など、全職員へ周知

して観察可能な体制を常に維持できる様、定

期的に確認していきたい。

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
8 2

現在はアレルギーを持つ児童はいないが、あ

れば医師の指示書を頂き対応します。

保護者に確認(現在アレルギー児なし)してい

るが、湿疹などアレルギー反応と似た症状の

ある場合は常に想定して対応に当たります。

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
9 1

車両送迎児に吸引器携帯し看護師同伴するな

ど観察および医療的ケア実施可能な安全管理

をしている。投薬はダブルチェック実施。

車内ではチャイルドシートやバギーではシー

トベルト等の使用を実施している。主に動画

研修および現場での目視や口頭確認を必ず実

施できる環境づくりは常に必要課題。

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
9 1

活動表の中に記載している。

台風規定などHPやLINEなどで事前にお知らせ

するようにしている。

様々な状況を想定した中で計画内容を周知し

ていきます。

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
10 0

小さな事例でも共有することで、事故防止対

策を検討している。

日々、全職員間で事故防止を想定しての振り

返りや情報共有をしてけるよう心掛けて行き

ます。
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52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
8 2

動画研修の機会を確保している。言動が虐待

に当たらないかお互いにケア内容を話合うよ

うにしている。

職員全員がケア内容に同意しているか、疑問

を感じていないか？何でも率直に発言して問

題提起できる環境であるかも常に確認する必

要はある。

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。

10 0

身体拘束は基本行わない。 継続して身体拘束をしない為に、事前に何が

できるのか？想定される状況を踏まえてケア

内容を検討していきます。
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